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【通 信】 

総 会 報 告 

日 時：2019 年 6 月 16日（日）13：30～17：30 

会 場：北海学園大学 豊平キャンパス 7 号館 5 階Ｄ50 番教室 

 

１．議題 

（1）2018年度事業報告および決算報告 

2018 年度事業報告 

① 研究会・総会の開催（詳細は会誌 15 号【通信】欄参照） 

・第 1 回研究会・総会 

2018 年 6 月 17 日（日）13:30～16:30 会場：北海道大学 

研究発表 4 件 

総会：2017 年度事業報告・決算報告 2018 年度事業計画・予算案など 

・第 2 回研究会 主催：北海道民族学会 、共催：北海道博物館 

2018 年 11 月 24 日（土）11:15～17:00 会場：北海道博物館 

総合展示室観覧 案内・解説：甲地利恵 氏（北海道博物館・研究主幹） 

特別講演「サハリンのニヴフはなぜベリー類を多用するのか？ 

―植物相・植生から見た自然資源の利用―」 

水島未記 氏（北海道博物館自然研究グループ・学芸主幹） 

研究発表：4 件 

 

② 『北海道民族学』第 15号の刊行（2019 年 3 月刊行、97 ページ） 

特別寄稿 1、論文 1、研究ノート 4、書評・紹介 3 

 

③ シンポジウム等後援・共催 

・第 33 回北方民族文化シンポジウム（本会後援） 

2018 年 10 月 6 日（土）・7日（日） 

会場：オホーツク・文化交流センター（網走市） 

 

④ 新規入会 11 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.geocities.jp/dou_minzoku/0506jigyo.html
http://www.geocities.jp/dou_minzoku/0506jigyo.html
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2018 年度決算報告 

（期首：18 年 5 月 1 日 期末：19 年 4 月 30 日） 

収 支 報 告 

収入の部 予算① 実績② 差額②-① 備考 

前年度繰越金 704,163 704,163 0 
 

会費収入 
    

当該年度会費 240,000 207,000 △ 33,000 69人 

過年度未収金 9,000 30,000 21,000 10件 

先払い分 0 21,000 21,000 7件 

小 計 249,000 258,000 9,000 86件 

会誌販売収入 10,000 14,800 4,800 
 

雑収入 0 10,004 10,004 寄付および銀行利息 

合 計 963,163 A  986,967 △ 23,804 
 

     
支出の部 予算③ 実績④ 差額③-④ 備考 

17、18年度会誌印刷費 300,000 151,820 148,180 17年度分のみ執行 

通信費 30,000 7,935 22,065  

文具・消耗品費 10,000 432 9,568  

アルバイト謝金 60,000 24,000 36,000  

講師謝金 25,000 0 25,000  

役員旅費補助費 30,000 15,000 15,000  

ホームページ管理費 40,000 40,000 0  

会場運営費 20,000 11,500 8,500  

予備費 30,000 0 30,000  

雑費 0 2,112 △ 2,112  

合 計 545,000 B  252,799 292,201  

（単位：円） 

2019 年度への繰越金 A－B＝734,168 円 

 

以上、監査の結果、適正に執行されていることを確認しました。 

 

2019 年 6 月 13 日 

   監査委員 石井 智美 

 

2019 年 6 月 10 日 

   監査委員 佐々木 亨 
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（2）2019年度事業計画および予算案  

2019 年度事業計画  

1．総会の開催（第 1 回研究会と同日開催） 

2．研究会の開催（2 回：6月、10 月） 

第 1 回研究会・総会：本日（2019 年 6 月 16 日） 

第 2 回研究会：10 月 19 日に旭川市博物館（〒070-8003 旭川市神楽 3条 7丁目（大雪クリ

スタルホール内））で開催予定 

3．『北海道民族学』第 16号の刊行（10 月末日エントリー〆切、11 月末日原稿〆切） 

 

2019 年度予算 

予 算 案 

収入の部 前年度実績 予算 備考 

前年度繰越金 704,163 734,168 
 

会費収入 
   

当該年度会費 207,000 240,000 3,000円×80人 

過年度未収金 30,000 24,000 3,000円×8件 

先払い分 21,000 0 
 

小 計 258,000 264,000 
 

会誌販売収入 14,800 10,000 
 

雑収入 10,004 0 
 

合 計 986,967 1,008,168 
 

    

支出の部 前年度実績 予算 備考 

会誌印刷費 151,820 300,000 
2018年度（印刷費 88,452円+発

送料 12,361円）＋2019年度分 

通信費 7,935 30,000  

文具・消耗品費 432 5,000  

アルバイト謝金 24,000 60,000 会誌発送・編集、研究会受付等 

講師謝金 0 25,000 共催イベント等 

ホームページ管理費 40,000 23,240 
サーバー使用料（3,240円）、作

業謝礼（20,000円） 

役員旅費補助費 15,000 30,000 運営委員会活性化 

会場運営費 11,500 20,000 研究会会場費等 

雑費 2,112 5,000 振込手数料、茶菓代等 

予備費 0 60,000 学会賞（2018年度+2019年度） 

次年度繰越 734,168 449,928  

合計 986,967 1,008,168  

（単位：円） 

 

 



通 信 

 111 

（3）総会議事 

1．2018 年度決算および事業報告、ならびに 2019 年度予算案について、事務局及び会計

からの報告があり、原案通りに了承された（詳細は上記(1)(2)）。 

2．2018 年度学会賞について、奨励賞を井上淳生会員と山本晶絵会員に授与することが報

告された。井上会員と山本会員（朝倉会員が代理）に表彰状と副賞が授与された。 

3．本年度第 2 回研究会は、10 月 19 日、旭川市博物館にて開催する。 

 

 

2019 年度研究会 （発表要旨は本号に掲載） 

第 1 回研究会プログラム 

日 時：2019 年 6 月 16日（日）13：30～17：30 

会 場：北海学園大学 豊平キャンパス 7 号館 5 階Ｄ50 番教室 

【研究発表】 

1．中村 和之（函館工業高等専門学校） 

「阿里海牙のアムール河下流域での駐屯とそれをめぐる試論」 

2．呉人 花（京都大学大学院 人間・環境学研究科修士課程） 

「乳買い、牛売る牧畜民：内モンゴルにおける牧畜の変容と再編」 

3．呉 松旆（関西学院大学大学院 社会学研究科博士後期課程） 

「アイヌの自己表象に関する文化人類学的考察：札幌のアイヌ刺繍教室を事例に」 

4．番匠 美玖（北海道大学大学院 文学研究科修士課程） 

「『オイヌ様』は何故絶滅しなかったのか：狼信仰の実態調査を通じての一考察」 

5．蟬塚 咲衣（北海学園大学人文学部日本文化学科4年）・佐々木 理子（北海学園

大学法学部法律学科4年）・稲垣 森太（奥尻町）・手塚 薫（北海学園大学人文学

部） 

「奥尻島・青苗地区における例祭の存続と変容」 

【総会・学会賞表彰式】 

 

第 2 回研究会プログラム  

日 時：2019 年 10 月 19日（土） 13：30～16：30 

  11：10～12：00（博物館見学） 

会 場：旭川市博物館 

【研究発表】 

1．石原真衣（北海道大学文学研究院） 

「〈沈黙〉から言葉を紡ぐ暴力」 

2．甲地利恵（北海道博物館） 

「再考・アイヌの神謡の旋律構造について：『iwakahore』の旋律分析を中心に」 

3．中田篤（北海道立北方民族博物館） 

「トナカイ橇とスノーモービル―サハ共和国の事例から」 
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第 1 回北海道民族学会・日本文化人類学会北海道地区懇談会・卒論修論博論合同発表会 

共 催：北海道民族学会、日本文化人類学会北海道地区研究懇談会 

日 時：2020 年 2 月 8 日（土）11：00～18：40  

会 場：北海道大学 

北海道地区の大学に所属する学生による、卒業論文・修士論文・博士論文をもとに

した 10 演題の研究発表がありました。学会内外から多数の参加者があり、盛会とな

りました。北海道地区の人類学・民族学研究の裾野を広げるべく、今後とも継続し

ておこなっていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

北海道民族学会 学会賞規定 

１．北海道民族学会は、民族学、及びその関連分野で顕著な功績のあった者に対し、各年度に学会

賞の募集・選定・授与をおこなう。 

２．学会賞は、北海道民族学会による若手研究者の育成と学術活動の促進・発展を目的とする。 

３．学会賞には、北海道民族学会特別賞（特別賞）と北海道民族学会奨励賞（奨励賞）を定める。 

４．学会賞候補者は、会員からの推薦（自推を含む）によって受け付け、運営委員会により受賞者

を決定する。募集や選考の詳細については別に定める。 

５．学会賞（特別賞及び奨励賞）に選考された者には、賞状ならびに記念品を授与する。 

６．特別賞と奨励賞の対象は以下の通りとする。 

(1) 特別賞 

  a．候補者は、本会会員とし、年齢は問わない。 

  b．候補者は、民族学及びその関連分野で、学術あるいは事業活動等において顕著な功績があ

り、現在も研究・教育・普及活動等を行っている者とする。 

(2) 奨励賞 

  a．候補者は、本会会員とし、応募時点での年齢が満 40歳未満であること。 

  b．候補者は、原則として前年度に学術雑誌等に発表した論文・資料等、またフィールドワー

クを含む研究活動等により、民族学及び、その関連分野において学術上の顕著な業績を上げ、

将来が期待される者とする。審査に際しては、『北海道民族学』に掲載された論文・研究ノー

トを優先的な評価対象とする。 

７．この規定は 2012年度から適用する。 



通 信 

 113 

2019 年度新入会員 

日下 稜（北海道大学） 

呉人 花（京都大学大学院人間・環境学研究科） 

今野 喜子（なし） 

番匠 美玖（北海道大学大学院文学院） 

松本 朋華（東京外国語大学大学院） 

宮本 花恵（北海道立北方民族博物館） 

村上 智見（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター） 

薮中 剛司（国立アイヌ民族博物館設立準備室） 

山口 未花子（北海道大学大学院文学研究院） 

 

北海道民族学会役員 （2019年 6月改選） 

会  長  平田 昌弘 （帯広畜産大学） 

運営委員   手塚 薫 （北海学園大学） 

    石井 智美 （酪農学園大学） 

    甲地 利恵 （北海道博物館） 

    佐々木 亨 （北海道大学） 

    佐々木 史郎 （文化庁） 

    田村 将人 （文化庁） 

    出利葉 浩司 

    中田 篤 （道立北方民族博物館 事務局担当） 

    中村 和之 （函館工業高等専門学校） 

    野口 明弘  

    野手 修 （藤女子大学） 

    林 美枝子 （日本医療大学） 

    山田 敦士 （日本医療大学） 

    小田 博志 （北海道大学） 

監  事  出利葉 浩司 

    小田 博志 （北海道大学） 

顧  問   岡田 淳子  津曲 敏郎  岩崎 まさみ 

 

 

 

 

 

北海道民族学会事務局   
093-0042 北海道網走市字潮見 309-1 

北海道立北方民族博物館 気付  

中田 篤  

Tel：0152-45-3888 

Fax：0152-45-3889 

dou-minzoku@hes.official.jp 

http://hes.official.jp/index.php 


